
学位報告 4 

 

 

 

別紙 4 

 

報告番号 ※    第      号 

     

主 論 文 の 要 旨 

 

  

論 文 題 目  現代日本語における「認識のモダリティ」 

－世代差が生じる要因－ 
 

氏     名   國澤里美 

 

 

論 文 内 容 の 要 旨 
 

 本稿は、現代日本語の「認識のモダリティ」形式である「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」、

「ヨウトスル」ついて論じたものである。従来、認識のモダリティ形式は、推量用法を中心に論じ

られ、婉曲用法については十分に研究が進んでこなかった。しかし、各モダリティ形式の体系化を

はかるには、推量用法と婉曲用法の両方を考察し、用法間の連続性を見る必要がある。そこで、本

稿では、４つの形式の推量用法と婉曲用法について、＜事態の確実性＞と＜自己の客体化＞の２つ

の観点から分析した。その結果、２つの用法は＜事態の確実性＞によって分けられることを指摘し

た。また、従来、確言形で言い切れる場面で「（料理を食べて）おいしいかもしれない」、「（私は）

気配りできる人が好きみたい」、「（私は）彼が好きだと思う」、「（私は）無意識のうちにカラオケに

行こうとする」のように概言形を用いて表現する人が若年層に増えているように思われる。本稿で

は、この４つの形式について 10代から 60代までの各世代 30名の日本語母語話者 180名を対象にそ

れぞれ質問紙調査による文法性判断テストを行なった。その結果、世代が下がるほど、従来使われ

ない場面で「認識のモダリティ」形式が許容される場合が見られた。本稿は、世代差が見られる例

について、話し手が聞き手の認識に配慮して、確言形で言えるところをあえて概言形を使用して婉

曲的に表現している場合であることを指摘した。 

 第１章では、研究の背景と目的を述べ、次の２点を研究課題として提示した。 

研究課題１:「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」、「ヨウトスル」における推量用法と婉曲用法

の関係を明らかにする。 

研究課題２：「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」、「ヨウトスル」の許容度に世代差が生じる場

合の特徴とその要因を明らかにする。 

第２章では、モダリティに関する先行研究を概観し、「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」、
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「ヨウトスル」を整理するために、推量と婉曲の両方の用法を見る必要があると述べた。従来、認

識のモダリティ形式には推量用法と婉曲用法があることは指摘されているものの、婉曲用法につい

ての研究は進んでこなかった。そこで、本稿では、各モダリティ形式を体系化するために２つの用

法の考察が必要であること、さらに、「（料理を食べて）おいしいかもしれない」などの表現は婉曲

で表される対象や範囲が拡張している例であると考えることにより、「認識のモダリティ」を再分類

できると主張した。また、この世代差には、話し手が事態をどのように捉えているかを表す＜事態

の確実性＞と、話し手が自分自身のことを第三者のことであるかのように述べる＜自己の客体化＞

が関わるのではないかと考えた。本稿では、認識のモダリティの考察には、＜事態の確実性＞と＜

自己の客体化＞の２つの観点を用いて分析することが有効であると指摘した。 

第３章では、認識のモダリティ形式「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」、「ヨウトスル」の

推量用法と婉曲用法について考察した。従来、「認識のモダリティ」形式における分析の中心は推量

用法であったが、もう１つのカテゴリーとしての婉曲用法の考察を進めるために、「カモシレナイ」、

「ミタイダ」、「ト思ウ」、「ヨウトスル」の４つの形式を分析し、これによって、認識のモダリティ

形式の中に婉曲用法を確立した。また、従来、認識のモダリティ形式には推量用法と婉曲用法の２

つがあることは指摘されていたが、その分類基準については言及されてこなかった。本稿では、認

識のモダリティ形式は、＜事態の確実性＞によって、「推量用法」と「婉曲用法」に区別できること

を論じ、「推量用法」は事態が不確実である場合の用法であり、「婉曲用法」は事態が確実であって

もあたかも不確実であるかのように述べる場合の用法であると述べた。各形式について次のように

まとめられる。 

「カモシレナイ」は、同時に複数の事態が成立する可能性を表し、＜事態の確実性＞によって推

量用法と婉曲用法に分けられることを論じた。「カモシレナイ」の婉曲用法は、「話し手の認識」だ

けでなく「聞き手の認識」によって機能が異なる点が特徴的であり、話し手にとって不確実な内容

であっても、聞き手に譲歩・配慮する場合には「カモシレナイ」が使われることを指摘した。婉曲

用法としての「カモシレナイ」は、聞き手の意見の介入を許すことで相手の意見や立場に配慮し、

あえて複数の可能性を残す場合に使われると述べた。 

「ミタイダ」は、話し手が観察・体験などによって得た根拠に基づいて判断していることを表し、

「カモシレナイ」と同様に、＜事態の確実性＞によって推量用法と婉曲用法に分けられることを確

認した。しかし、「カモシレナイ」と異なり、「ミタイダ」は「話し手の認識」によって用法が分類

される。また、「ミタイダ」は観察した様子を述べる場合に使われやすく、観察対象が存在する三人

称主語で使われることを指摘した。一方、「ミタイダ」が一人称主語で用いられる場合は、過去の自

分、酒に酔った非日常的な自分など、発話時現在の自分と切り離して＜自己を客体化＞させている

と述べた。 

「ト思ウ」は、現実世界でどうなのかは分からないが、自分の頭の中で成立した事態であること

を述べる場合に用いられることを確認した。＜事態の確実性＞によって推量用法と婉曲用法に分け

られ、「ミタイダ」と同様に、一人称主語で用いられる場合は＜自己の客体化＞が起こっていると指 
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摘した。 

「ヨウトスル」は、「ヨウトスル」の直前の動詞句によって表されている事態が未実現であること

を表す。「直前」を表す用法と「意志」を表す用法があり、このうち本稿では、話し手の認識のモダ

リティと関わる「意志」を表す用法について考察した。「ヨウトスル」に見られる「自己の客体化」

には、「①人称」、「②ル形／テイル形」、「③主節／従属節」、「④意志制御性の有無」という 4つの要

素が関わる。客体的な事態には「三人称主語」、「テイル形」、「従属節」、「意志制御性無」という要

素が関わり、客体化されるほど「ヨウトスル」が許容されやすくなると指摘した。 

第４章では、質問紙調査による文法性判断テストを利用して「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト

思ウ」、「ヨウトスル」の許容度を検証した。質問紙調査は、10代から 60代までの 180名の日本語

母語話者を対象に行なったものである。4.1 節では、世代全体の平均許容度について分析し、4.2

節では、世代別の許容度を分析し、世代差について論じた。まず、4.1 節で世代全体の平均を分析

した結果、＜事態の確実性＞によって用法が分類され、許容度に違いがあることが分かった。話し

手にとって事態が不確実である場合は推量を表し、事態が確実であるにも関わらず、不確実である

かのように述べる場合は婉曲を表すということを述べた。また、一人称主語の場合は＜自己を客体

化＞させて婉曲を表すと述べた。次に、4.2 節で世代別に分析した結果、従来、許容されてこなか

った「（私は）気配りできる人が好きみたい」、「（私は）彼が好きだと思う」という類の表現が、若

年層で許容される傾向にあることを明らかにした。話し手が自分自身の感情・感覚・意志を述べる

場合は、確言形で言い切れ、不確実性を表す必要はないはずである。しかし、世代が下がるほど話

し手自身のことであっても＜不確実＞であるかのように述べる場合や、＜自己を客体化＞させて自

分をあたかも第三者であるかのように述べる場合があり、これらは婉曲表現の１つであると主張し

た。 

第５章では、本稿で扱った「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」、「ヨウトスル」についてま

とめ、考察結果から得られた結論と今後の課題について述べた。第１章で提示した２つの研究課題

について以下の結論を導いた。 

研究課題１の結果：本稿では、認識のモダリティ形式の「推量用法」と「婉曲用法」について、２

つが＜事態の確実性＞によって連続していることを指摘した。「推量用法」は話し手にとって事態が

不確実である場合に使われ、「婉曲用法」は話し手にとって事態が確実であっても、あたかも不確実

であるかのように述べる場合に使われる。従来、認識のモダリティ形式は、推量用法を中心に考察

されてきた。しかし、推量用法だけの考察では十分に捉えきれないものがある。本稿では、認識の

モダリティ形式には婉曲用法という１つのカテゴリーがあることを主張した。話し手にとって「未

成立・未確認の客観的事態」や「他者の感情・感覚・思考内容・意志」を述べる場合には「推量用

法」が使われ、「成立後・確認後の客観的事態」や「話者の判断・主張」を述べる場合には「婉曲用

法」が使われることが分かった。さらに、婉曲用法には、世代差が生じる場合と生じない場合があ

る。従来、婉曲用法で表される事態は「成立後・確認後の客観的事態」や「話者の判断・主張」で

あるのに対し、世代が下がるほど「話者の感情・感覚・意志」について述べる場合であっても概言 
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形が使われる。このように、若年層を中心に婉曲で表される対象や範囲が広がっていることが分か

った。拡張された婉曲用法の場合、話し手は自分自身を客体化し、第三者のことを推し量るかのよ

うに述べている。このように、拡張した婉曲用法は、推量用法と婉曲用法の間に位置するものであ

る。 

研究課題２の結果：本稿では、認識のモダリティ形式の許容度に世代差があることを予測して質

問紙調査を行なった。その結果、若年層において、話し手が自分自身の感情・感覚・思考内容・意

志を直接吐露すべき場面において「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」、「ヨウトスル」が許容

されることが分かった。世代が下がるほど、話し手が自分の感情・感覚を直接吐露せず、複数の可

能性を残し、自分自身を第三者のことであるかのように述べるため、許容度が高くなる。このよう

に、世代差が見られる例には＜事態の確実性＞と＜自己の客体化＞が関わり、自己を全面に押し出

すことを避け、断定を保留していることが明らかになった。本稿では、「成立後・確認済の客観的事

態」や「話者の判断・主張」のように確言形で言い切れるはずの場面で概言形が使われ得るのは、

話し手が聞き手との意見の相違や衝突、批判を避けたいという心理によって、話者とは異なる判断・

主張が成立する可能性を残した表現が選ばれるためであると主張した。概言形を用いて自分の認識

に不確実性を持たせ、他の解釈の可能性があることを婉曲的に暗示することで、相手への配慮を表

す。 

さらに、調査の結果から、婉曲用法には２つのタイプがあることが分かった。１つは＜事態の確

実性＞が関わるタイプであり、これには「カモシレナイ」、「ミタイダ」、「ト思ウ」がある。話し手

にとって事態が確実である場合であっても事態が不確実であるかのように述べることで意見の相違

によるコミュニケーション上の衝突を避けたり、自己の責任を回避しようとしたりする。もう１つ

は、＜自己の客体化＞が関わるタイプであり、これには「ミタイダ」、「ト思ウ」、「ヨウトスル」が

ある。話し手が自分自身について述べる場合であっても第三者を観察対象としているかのように述

べることで自己の責任を回避しようとする。「ミタイダ」、「ト思ウ」のような、＜事態の確実性＞と

＜自己の客体化＞のどちらの性質も持つ形式が存在することから、婉曲用法に一人称主語が使われ

る場合は、２つのタイプの婉曲用法（＜事態の確実性＞と＜自己の客体化＞）が接点を持つ。 

 以上のように、認識のモダリティ形式には推量用法と婉曲用法があり、さらに若年層において婉

曲で表される対象や範囲が拡張している。この拡張した婉曲用法は、推量用法と従来の婉曲用法の

中間に位置し、推量と婉曲の連続性の中にある。拡張した婉曲用法が中間的な位置にあるがゆえに、

認識のモダリティのカテゴリーが成立するのである。このように、婉曲用法の考察は、それぞれの

形式における用法の整理だけでなく、複数の「認識のモダリティ」形式を通したグループ分けを可

能とし、認識のモダリティ形式の再分類に貢献できると主張した。 


